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エイアイビューライフ株式会社

自立支援型介護見守りシステム
「A.I.Viewlife」（エイアイビューライフ）

　従来の見守りシステムでは実現できなかった「お部屋全体の見守り」を実現させます。具体的には昼夜を問わず
室内状況の把握と様々な危険予兆動作・危険状態の検知機能をプライバシー保護された画像データとして再生・保
存できます。
■転倒予防効果（転倒・転落事故件数の低減）
　高精度な3次元動作検知を発報することにより、早く駆けつけて介助する転倒事故低減策、および録画・履歴デー
タを用いた被介護者の転倒リスク分析により、根本的な転倒リスク要因を解明・対策することで転倒予防につなげます。
■訪室回数の低減 （夜勤対策、感染リスク回避対策）       
　居室内での在室状況および生体（呼吸）確認ができることから居室への巡視（夜勤も含む）の回数を削減するこ
とができます。また、訪室先の優先度合いを離れた場所から画面（パソコン、スマホ等）で判断できます。
■データの活用（科学的介護情報システム：LIFE）
　生活活動データとして、在室状態（ベッド、居室、トイレ等）・検知履歴（離床、転倒、トイレ介助等）・常時録画（24
時間）を再生・保存することができます。そのデータを用いて科学的介護情報システム（LIFE）にも対応できます。

新 商 品 の 概 要

使 用 例：	高齢者や障害者の安心安全な生活環境を提供するための見守りシステムとして使用し、その有用性を検
証することで見守りシステムのガイドラインを明確にします。

使用箇所：病院・介護施設、障害者施設、高齢者マンションなど

想定される使用例・使用箇所

＜東京都内；納入事例（258台、10施設）＞　
成増厚生病院、有料トラストガーデン荻窪、特養みずべの苑、老健ハートフル田無、他6施設

販 売 実 績

（認定番号）R303号 物品

参考価格（税込） システム：1,760,000円／式（作業費、サポート費を含む）　※最小発注単位：1セット　
センサー：473,000円／台

遠隔見守りによる接触率低減により
感染症対策

会 社 概 要
エイアイビューライフ株式会社　https://aiview.life/
代表者名	 代表取締役　安川　徹
所 在 地	 	東京都千代田区隼町2-13　	

US半蔵門ビル201
電話番号	 03-6261-6327
主要商品	 	自立支援型見守りシステム　A.I.Viewlife

＜事業概要＞
介護ロボットを中心とした見守りシステムの研究
開発と販売を行う「機器ビジネス」と前記見守りシ
ステムから得られるデータの分析・研究成果を活用
した「データサービスビジネス」の2事業を基軸と
した「健康ソリューション企業」を目指しています。

お部屋全体の「見える化」で
介護リスク回避

プライバシー保護された
シルエット画像採用


